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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県 真岡土木事務所 2008-10-27 ～ 2008-10-28
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94.90 1.25 10.45

砂質粘土
(CHS)

暗茶
灰

暗
茶

茶
褐

暗
緑
灰

灰

中
ぐ
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に
密
な

非
常
に
硬
い

固
結
し
た

有機質シルト。礫φ10～30mm位
含む。耕作により乱されている。

φ5～30mmの亜円礫主体。
礫間は中～粗砂と少量の細粒土分
で緩く充填する。

所々、礫φ40～50mm程度が散在
し、又、集中箇所もまじえる。

4.8m付近に最大コア長6cm(推定
φ150mm内外)の玉石を認める。

5.0m下、亜円礫φ5～30mm多く、
最大φ50mm内外が混在する。
徐々に細粒土分の含有上昇が伺え
る。

5.5m付近より細粒土分多く、充填
度合いは上昇し、7.1m位まで粘土
質砂礫状呈する。
砂分は中～粗砂が多い。

以深、色調暗緑灰色に変化し、細
粒土分やや減少するも、充填度合
いは密実。
砂分は中～粗砂による。

全体に細砂を混入して、非常に硬
く締まる。
徐々に砂分増して、9.8～10.2
mにかけて砂分優勢。
10.2m付近より淡褐灰色となる。

10/27
2.15

1.15

1.45
5 5 4

14

30 14

2.15

2.45
6 6 10

22

30 22

3.15

3.45
8 8 9

25

30 25

4.15

4.45
8 7 10

25

30 25

5.15

5.45
10 9 12

31

30 31

6.16

6.41
18 20

12

5

50

25 >50

7.15

7.29
31

19

4

50

14 >50

8.15

8.42
16 19

15

7

50

27 >50

9.15

9.45
9 9 11

29

30 29

10.15

10.45
8 11 12

31

30 31

3.50

4.00

現場透水試験
現場透水試験

5.50

6.00

現場透水試験
現場透水試験

10/27

10/28


